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1エ リツ ィン政 権 下 の財 閥
エ リツィン政権(1992-199)が推 し進めたロシアの市場経済化は,「ノーメンクラツーラ ・
マフィア資本主義」あるいは 「オリガルフ資本主義」 といわれるような,特 異なロシア資本主
義を生み出したbす なわち,「ノーメ ンクラツーラ」 と呼ばれる旧社会主義時代のエリー トや
マ フィアが資本家 に転進 し,し か も彼 らの なかで も特 に成功 した少数者が 「オリガルフ」
(oπHrapx,01igarch)と呼ばれるほどの圧倒的な経済力の集申を果た したのである。
別稿1)において筆者は,こ の ようなロシア資本主義の特質を,財 閥の分析 から裏付 けるこ
とを試み,エ リッィン政権末期(1997年ごろ)の ロシアの10大財閥は,次 のような特徴を持
つことを明 らかにした。すなわち,ロ シアの財閥は,主 として若い企業家が政官界との関係 を
背景 としなが ら,銀行 と天然資源採取業 を核 として成長させてきたものである。持株関係を通
じて,金 融,産 業,メ ディアの3つの部門で傘下企業 を増や して きたが,資 源産業以外の製造
業にはまだほとんど進出してお らず,金 融投機,国 有資産の 「剥 ぎ取 り」によって資本 を蓄積
していった。財閥総帥個人の富 と政治力は,一 般大衆のそれとはまった く隔絶 したものであっ
た。 また,犯 罪 グループとの関係 も推測 された。
したがって,エ リツィン政権末期 において,財 閥は,ロ シア資本主義の特質をよく体現 して
いたと言えるであろう。そ して,こ のようなエ リッィン政権下の状況の問題性は,た んにノー
メンクラツーラやマフィアが経済を牛耳 っていることや,経 済力の集 中や,政 官癒着に止まら
ない。これらの要素が複合 して,企 業が レン トシーキングに専念 し,ま ともな経済活動 に取 り
組 まなかったことにある。そのことが,ロ シア経済の市場移行期の低迷をいっそ う深い ものに
したのであり,1998年ロシア金融危機の遠因 ともなった。
1999年8月に首相に就任 し,12月に大統領代行(後 に大統領)と なったプーチ ンは,「ノー
メンクラツーラ ・マフィア資本主義」や 「オリガルフ資本主義」のこのような問題性 をはっき
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りと指摘 してお り,その克服を政権の重要課題としている。そして実際に,政 権 と財閥 との関
係に変化が現れ始めている。
本稿の課題は,政 権 と財閥 との関係がプーチン時代になってどのように変化 してきたか,.財
閥その ものは1998年金融危機を越 えてどう変化 してきたかを明らかにすることによって,「ノ
ーメンクラツーラ ・マフィア資本主義」あるいは 「オリガルフ資本主義」 とい うロシア資本主
義の特徴は変容 しつつあるのかどうかを明らかにすることである。
2プ ー チ ン政権 と財 閥
プーチ ンがエ リツィン大統領によって首相に任命 された時点では,プ ーチンは政治家 として
無名であった。官僚的な実務能力 と,エ リッィンとその側近グループへの忠誠 とが,彼 の首相
抜擢の理由であったと言われる。 したがって,プ ーチ ンがあえて政権と財閥との関係 を変えよ
うとするとは当初予測 されていなかった。首相就任後,財 閥もプーチンを支持 した。 しか しプ
ーチ ンはその後,急速に国民的人気 を獲得 し,12月31日のエ リツィン大統領辞任 によ り,大
統領代行 に就任 した。そ して2000年3月の大統領選挙 に勝利 して,正 式に大統領に就任 した
2)。
プーチ ンはこのころ,プ ーチン政権がエ リッィン政権 とは異なる独 自の路線 を選択するか も
しれない,と 思わせる2つの論文を発表 した。ひとつは,1999年末の 「千年紀のはざまにおけ
るロシア」3)という論文であ り,こ こでは,ロ シアにとっては,西 側諸国と共通の普遍的な
価値 と,ロ シア独特の価値 との両方が重要であり,エ リツィン政権下では,前 者が強調 される
あまり,後者がややなおざりにされた,と 指摘された。前者は,民 主主義や市場経済など,後
者は,愛 国主義,偉大な国家への志向,強 い国家権力への志向,社会的な連帯意識などである。
もうひとつは,2000年2月末の 「ロシア選挙民へのプーチンの公 開書簡」であ り,こ こでは,
「法の独裁」 という考え方が示され,国 家が強力で,法 律 を実効性あるものに しては じめて,
市場経済が円滑に機能すると指摘 した。そ して,「市場 を役人や犯罪 グループか ら守らなけれ
ばな らない」 とした4)。これ らの論文は,エ リツィン政権下での市場経済化が生み出 した 「ノ
ーメ ンク ラツーラ ・マフィア資本主義」 を国家の強い手で克服 していこうという意図を示 した
もの と見 ることが可能である。
実際に,プ ーチン政権が財閥との関係でイニシャチヴをとり始めたのは,2000年5月のこと
であった。 これ以後の政権 と財閥 との闘争 については,「オリガルフー覧」5)とパ ッペの著書
『オリガルフ』6)が詳 しい。それらによると,次のような経過が見られた。
エ リツィン政権末期の1997年末の時点で,表1に 見 られる10の有力財閥6s)が存在 したが,
プーチン政権の最初の攻撃対象 となったのは 「モス ト銀行グループ」であった。パ ッペによれ
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ば,「モス ト銀行」は ロシア中銀の融資を受けて,金 融危機 を乗 り越えてお り,グ ループ全体
としては,危 機後にむしろ,メ ディア部門で発展が見られた。 ところが,2000年5月に検察当
局は,「メディア ・モス ト」社保安部が違法活動 を行 った とい う容疑で,同 社の大規模 な家宅
捜索 を行った。同月,ロ シア中銀は 「モス ト銀行」 を管理下においた。6月13日に 「モス ト銀
行 グループ」総帥グーシンスキーは,国 家資金の横領の容疑で逮捕 された。
表110大 財閥 と総帥(1997年末)
氏名 財閥名 生年
R.1.ヴ ャ ー ヒ レ フ ガス プ ロム 1934
V.Iu.ア レ ク ペ ー ロ フ ルクオイル 1950
V.0.ポ タ ー ニ ン イ ンテル ロス=オ ネクシム 1961
M.B.ホ ド ル コ ー フ ス キ ー ホ ドル コー フスキー帝 国 1963
V.V.ヴ ィ ノ グ ラ ー ドブ イ ンコムバ ンク 1955
B.A.ベ レ ゾ ー フ ス キ ー ベ レゾー フスキー=ス モー レ ンスキ ー帝 国 1946
V.B.マ ー ル キ ン ロシースキ ー ・ク レジ ッ ト銀行 1952
M.M.フ リ ー ドマ ン アルフ ァ銀行 コンソーシア ム 1964
V.A.グ ー シ ン ス キ ー モス ト銀行 1952
V.P.エ フ ト ゥ シ ェ ー ン コ フ 金融株式会杜 「システム」 1948
A.田.「Iann3,0sNrapxF,M.,2000,よ り作 成 。
これ に対 して6月14日,17名 の有力 実業 家 が検 事総 長 に対 して グー シ ンス キ ー釈 放 を求め
る要望書 に署名 した。15日に プーチ ン大統領 が,「グー シンス キー を拘束 すべ きでは なか った」
と述べ,16日 に詐欺容疑 をか け られ たま まグーシ ンスキ ーは釈 放 された。
「モス ト銀行 グル ー プ」 に続 いて攻撃対 象 とな ったの は,「ベ レゾー フスキ ー ・スモ ー レン
ス キー帝国」 であ る。
パ ッペ に よれば,こ の グル ープは金融 危機 に より多大 の損 失 を こうむ り,グ ル ープのか な り
の部 分 が崩 壊 し,残 っ た企 業 は ば らば らにな った。 そ れ ら企 業 の うち,「 オブ エ ジニ ョンヌ
ィ ・バ ンク」 は生 き残 ったが,「SBSア グロ銀行」 はすべ ての株式 を国家 管理の下 に置か れた。
「アエ ロ フロー ト」 で はべ レゾーフスキ ー派 の経営者 た ちが排 除 され,「東部 シベ リア石油天然
ガス会社」 では支配株 をグルー プが売却 しな。 グル ープに残 ったのは,ほ ぼ メデ ィア部 門だ け
で あ った。 た だ し,メ デ ィア部 門 は残 った だけで な く,む しろ強化 され,テ レビ局 「ORT」,
「TV6」,「コ ンメルサ ン ト」 紙,「独立新 聞」 な ど有力 メデ ィアが傘下 にあ り,こ のグル ープは
「メデ ィア帝国」 の様相 を呈 した。
この よ うな中で2000年9月4日 にベ レゾー フスキ ーは,大 統 領府長 官か ら最 後通牒 を突 きつ
け られ た,と 発表 した。 「ORr」の株式49%を 国家 に 「返還す る」 か,そ れ とも 「グー シンス
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キー と同 じ目にあ うか」,と い う最後通牒 であ る。
両 グル ープ と政 権 との抗争 は さらに続 く。2000年9月18日に,「ガス プ ロム ・メデ ィ ア」社
(「ガス プ ロム」 グルー プの メデ ィア子 会社 である が,「 ガス プ ロム」 は政府 の統 制下 にあ る と
見 られ ていた)と グー シ ンス キーが7月20日 に達 した とい う合意 が明 らか に され た。そ れ は,
「メデ ィア ・モス ト」 は傘下 のすべ ての会社 を 「ガス プロム」 に譲渡 し,そ の代 わ り 「ガス プ ロ
ム」 は 「メデ ィア ・モ ス ト」 に対 して3億 ドル支払 った うえ,4億7000万 ドルの債務 を帳消 し
に し,そ してグー シ ンスキ ーの刑 事事件 は不起訴 となる,と い う条件 であ った。
2000年11月13,15日に,グ ー シ ンス キー とべ レゾー フスキ ーは検 察庁 か ら出頭 を求 め られ
た。 グー シ ンス キ ーにつ いて は詐 欺の容 疑が かけ られてお り,ベ レゾー フス キー につ いて は,
「アエ ロ フロー ト」社 の利益 の一 部が ス イスの会社 の口座 に隠 匿 され た事件 につ いての事 情聴
取 が行 われ る とい うこ とであ った。2人 とも出頭 に応 じず 海外 逃避 を選 んだ。
2000年11月17日,「メ デ ィア ・モ ス ト」 と 「ガ ス プロ ム」 の 間で株 式 譲渡 の契 約 が成立 し
た。
2000年12月12日,グー シ ンス キー は 「イ ンターポ ール」(国 際刑事 警察 機構)の 手配 に よ
り,ス ペ イ ンで逮 捕 された。スペ イ ン政府 は グー シ ンスキ ーの ロシア送 還 を拒否 し,グ ーシ ン
ス キー は,亡 命者 と しての受 け入れ を表 明 していた イス ラエル に向か った。2001年5月にグー
シ ンス キーは米国 を訪 問 したが,米 国 もロシア送還 を拒否 した。
2001年初頭 に,ベ レゾ ー フス キー は 「ORT」の保 有株49%を 売却 した よ うだが,だ れが購
入 したか は不 明で ある。
2001年4月3日,か つて 「モス ト ・グル ープ」傘 下 にあ った テ レビ局NTVの 株主総 会が 開催
された。 「ガス プ ロム ・メデ ィア」 が46.5%の株式所有 を背 景 に,「ガス プ ロム」 主導 の新取締
役会 を選 出 した。人気 キ ャス ターE.キ セ リ ョー フを中心 とす る現場 チ ーム は10日 間抵 抗 し
た後 に,局 を去 り,「モ ス ト・グルー プ」 の別 のテ レビ局 「TNT」に移 り,そ の後,「 ベ レゾー
フス キー=ス モー レンス キー ・グループ」 の 「TV6」に移 った。
2001年9月7日に 「0團「」 の取締役 会 が改 選 され,ベ レゾー フスキ ー派 は そこ に残 らなか っ
た。
2001年10月19日,検察庁 は,ベ レゾー フス キー を指名 手配 す ると発表 した。
この ように して ロシ ア政府 は,金 融危 機の打撃 を受 けなが ら も有力 メデ ィアを掌握 して いた
2つの財 閥の 総帥 に対 して,経 済 犯罪 の容疑 をかけ て海外 逃避 に追 い込み,経 営 陣 を刷新 させ
た。 これ によ り,全 国 ネ ッ トのテ レビ局 すべ てが事 実上政府 の統制下 に入 った と見 られる7)。
さ らに もうひ とつ,プ ー チ ン政権 の攻 撃対象 とな った と思 われ るのは 「ガスプ ロム ・グル ー
プ」で あ る8)。
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「ガスプロム・グループ」 も金融危機で打撃 を受けなかったわけではな く,傘下の 「インペ
リアル銀行」は倒産 した。しか し,グループの中核 は金融業ではな く,資源産業であったため,
ルーブル切 り下げからはむ しろ利益 を得,金 融危機後,グ ループの事業は拡大 していった。主
要な成果としては,次 のようなものがある。① 「ルールガス」(ドイッ)と の間で,2008-2020
年に天然ガスを西 ヨーロッパに大量 に供給する契約を締結 した。② 「ブルー ・ス トリーム」プ
ロジェク ト(ロ シア南部から黒海海底 を通って トルコへ至る天然 ガスパイプラインを敷設する
プロジェクト)を確定 した。③大手化学企業 「アゾー ト」の経営権 を取得 した。④ 「レベディ
ンスク選鉱工場」,「オスコーリスク電気冶金工場」,「オリンピースキー」銀行を,苦 境に陥っ
ていた 「ロシースキー ・ク レジッ ト」銀行から買収 した。こうして 「ガスプロム ・グループ」
は,ロ シア経済の中での地位 を著 しく高めていた。
2001年5月30日,「ガスプロム」の社長 ヴャーヒレフが解任 され,Aミ レルが後任に選出さ
れた。 ミレルは,エ ネルギー省次官であ り,プ ーチンのペテルブルク人脈の一人 と言われる。
そ して,38.7%の株式を保有する国が,「ガスプロム」民営化後初めて取締役会の過半数を獲得
した。
社会主義時代 の省の流れをくみ,し かもロシア経済を支 える屋台骨のひとつで もある 「ガス
プロム ・グループ」 については,従 来から指摘 されていた問題がい くつかあった。それは,①
著 しい独占状態,② 国家保有株の委託 を受けた経営陣による高度の経営者支配,③ 外資導入の
制限,④ 不透明な財務,⑤ 経営陣による企業私物化,⑥ 投資不足による新鉱床開発の遅れ,な
どである。 これ らの問題 を克服するための改革に,ヴ ャーヒレフを中心 とする経営陣は頑強に
抵抗 を続けてきてお り,「ガスプロム」 は 「国家の中の国家」 とまで言われていた。
プーチ ン政権 は,ヴ ャーヒレフ解任によって 「ガスプロム」改革に道を開こうとしたと考え
られる。
以上のようにプーチン政権は,い わば 「財 閥攻撃」 に打って出たわけだが,他 方では,有 力
実業家たちと意思疎通する公式の機会を積極的に作 り出 している。
まず,プ ーチ ンは,20人前後の 「オ リガルフ」 との会談を数 カ月おきに行っている。「ポリ
チ カ」 とい う,前 述の 「オリガル フー覧」 で紹介 されているだけで も,2000-2001年の間に,
2000年7月28日,2001年1月24日,2001年5月31日,2001年11月23日の4回,そ の ような会
談が行われた。後にさらに詳 しく紹介する 『ラッシャン ・ポリテ ィカル ・ウィークリー』紙が
引用する資料(表2)に よる と,2001年初めから2001年11月23日までの間に,少 なくとも5
回,実 業家グループと大統領との公式の会見が行われた。
また,2000年8月5日には,政 権 と有力実業家との常設協議機関として,政 府付属の 「企業
活動会議」が設置された9)。設置要綱には次のようなことが規定 されている。この会議の主要
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表2大 統領との会談に出席した実業家たち(2001年)
氏名 企業 ・組織名 会談回数 生年
0.V.デ リパ ス カ 「ロシア ・アル ミニ ウム」社長 5 1968
A,B.チ ュ バ イ ス 「統一エ ネルギー システ ム」会長 5 1955
A.B.ミ レ ル 「ガスプロム」社長 5 1962
S.M.ヴ ァ イ ン シ ュ トク 「トラ ンス ネフチ」 3 1947
V,Iu。 ア レ ク ペ ー ロ フ 「ル クオイル」 3 1950
A.A.モ ル ダ シ ョー フ 「セ ー ヴ ェ ル ・ス タ ー リ 」 3 1965
A.1.カ ジ ミ ー ン 「貯蓄銀行」 3 1958
V.0.ポ タ ー ニ ン 持ち株会社 「インテルロス」会長 3 1961
E.M.シ ヴ ィ ド レ ル 「シブネフチ」 3 1964
K.A.ベ ン ド ゥ キ ッ ゼ
「合 同機械 製作 工場 」(ウ ラルマ ー シ=イ ジ
ョー ラ ・グループ)社 長
2 1956
V.L。.ボ グ ダ ー ノ ブ 石油会社 「スルグ トネフテガス」社長 2 1951
V.F.ヴ ェ ー ク セ リ ベ ル ク 「SUAL」(シベ リア ・ウラル ・アル ミニ ウム) 2 1957
A.1.ヴ ォ ー リ ス キ ー 工業家 ・企業家同盟会長 2 1932
V.1.コ ー ガ ン 「工業建設銀行」 2 1963
V.S.リ ー シ ン 「ノヴ ォリペー ツク冶金 コン ビナ ー ト」 2 1956
M.M.フ リ ー ドマ ン 「アルファ銀行」頭取 2 1964
M.B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー 「ユ コス」 会長 2 1963
V.P.エ フ ト ゥ シ ェ ー ン コ フ 「シス テム」 1 1948
0.V.キ セ リ ョ ー フ 「メ タロイ ンヴェス ト」 1 1953
A.L.マ ム ト MDM銀行会長 1 1960
(出所)RFE/RLRussianPoliticalWeekly,3December,2001(h枕p:〃www.rferl.org)より作 成 。
な課題 は,① ロシアにおける企業活動発展のための新 しいアプローチの形成,② 国家の社会・
経済政策の実現,③課税 ・信用 ・投資分野の法制度 を含め,企業活動を規制する法制度の改善,
④社会的分野の強化・支援 にむけて企業家が経済的関心 をもつための条件の整備,⑤ 企業家団
体 ・企業家 と政府 ・自治体 との相互関係の改善,⑥ 企業家 と国家権力機関・自治体 との相互作用
の過程の透明性の原則の強化,⑦ 企業活動についての肯定的な世論の形成の促進である。議長
は首相であ り,会議の構成員は政府によって決定 される。会議の規則は議長が定める。会議で
作成 された提案 は,政 府機関 ・自治体に示 される。会議の活動のための組織的・技術 的 ・情報
的な準備を行 うのは,反 独占政策・企業活動支援省である。
2001年7月16日現在の会議の構成員 は表3の とお り,28名である。その内訳は,政府側から,
カシヤーノブ首相,ユ ジャーノブ反独 占政策 ・企業活動支援相,そ して実業家26名である。こ
れまでに6回の会議が開催 されてお り,その議題,報 告者は表4のとお りである。税制,WTO





氏名 企業 ・団体 生年
M.M.カ シ ヤ ー ノ ブ 首相
1.A.ユ ジ ャ ー ノ ブ 反独占政策 ・企業家活動支援相(副 首相)
A.G.アブ ラ ー モ フ
「ニ ジ ネ タギ リス ク冶 金 コ ンビナ ー ト」社 会 長、 「ユ ー
ラス ・ホール デ ィング」社社 長
1959
TKボ ッローエ フ ビール醸造会社 「バールチカ」社長 1953
K.A.ベ ン ド ゥ キ ッ ゼ
「合 同機 械 製作 工 場」(ウ ラ ルマ ー シ=イ ジ ョー ル ・グ
ルー プ)社 長
1956
VLボ グダー ノブ 石油会社 「スルグ トネフテガス」社長 1951
0.V.ヴ ィ ユ ー ギ ン 投 資会社 「トロイカ ・ダイア ローグ」 副社長
A.N.ダ ウ ー ル ス キ ー モスクワの製菓会社 「オクチャーブリ」社長 1934
0.V.デ リパ ス カ 「ロシア ・アル ミニ ウム」 社長 1968
D.B,ジ ー ミ ン 「ヴイ ンペ ル ・コ ミュニケー シ ョン」社長 1933
V.S.ゾ ル ニ コ フ 「リューベルッィ絨毯」社社長 1951
1.V.ジ ュ ー ジ ン 石炭会社 「南 クズバス」会長
D.B.カ ー メ ン シ チ ク
「イース ト ・ラ イン」 グルー プ(ド モ デー ドヴォ国 際空
港)会 長
1968
A,M.カ ラ チ ン ス キ ー 「情報 ビジネス ・シス テム」 グルー プ会長 1959
S.V.キ ス ロ ー フ 「ユ ーク ・ロシー」 社会長 1960
V.E.コ ー ペ レ フ 「DSK1」社(住宅建設会社)社長
Iu.Lコ ロ パ チ ー ン ス キ ー 「クラス ノヤ ルス ク ・コ ンバ イ ン工場 」社社 長 1965
A.P。 ラ ヴ レ ー ン チ エ フ 「カザ ンヘリコプター工場」社社長
N.B.マ カ ー ロ フ 「ウスチ ・イリマ木 材 コ ンビナー ト」 会長 1960
A.L.マ ム ト MDM銀 行会長(2001年末に辞任) 1960
0.M.ミ リ ー ム ス カ ヤ 「ル ースキー ・プ ロ ドゥク ト」社会長
M.A.ポ ゴ シ ャ ー ン
「スホーイ設計」社社長、国有企業 「戦闘機製造コンプ
レクス 『スホーイ』」社長 1956
V.0.ポ タ ー ニ ン 持ち株会社 「インテルロス」会長 1961
M.M.フ リ ー ドマ ン 「アルファ銀行」頭取 1964
M.B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー 「ユ コス」 会長 1963
V.N.シ ャ タ ー ロ フ 繊維会社 「オカ」社長
V.D.シ テ ル ン フ ェ ル ト 「シテル ン ・セ メ ン ト」社長 1937
V.A,シ ト ゥ イ ロ フ 「ア ルロサ」(ロ シア ・サバ ・ダイヤモ ン ド)社社長 1953
(出所)http://www.spprinfo.ruより作 成 。
このようにして,プ ーチン政権は,一 方では金融危機で打撃を受けた財閥の総帥たちの経済
犯罪を追及 して,同 時に有力マスメディ・アを政府の統制下に置き,ま た金融危機後ます ます巨
大化 した財閥の総帥を退陣させて,経 営への影響力 を強めた。そ して他方では,政 権 と財閥の
公式の意思疎通の回路 を設けた。 これ らのことが実際上どのような意味 を持つのか,速 断はで
きない。悪徳実業家を征伐 して 「法の独裁」への道 を開きつつあるのか,マ スメディアさらに
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表4政 府付属 「企業活動会議」会合
開催日 議 題 報 告 者






























は次 のように述べた。「ベ レゾーフスキー とグーシンスキーを見せ しめに鞭で打 っても,何 も
変わ りはしない。古いオリガルフに変わって薪しいオリガルフが登場 しただけだ。」10)
そこで次に,新 たにだれが 「オリガル フ」 となったのかを検討 してみよう。




① 「企業家 ランキング」(2001年,表5)。これ1ま,ロシア財界での影響力,企 業家としての




順位 氏 名 企 業 名 生年
1 A.B.チ ュ バ イ ス ロシア株式会社 統一エネルギーシステム」 1955
2 V.Iu.ア レ ク ペ ー ロ フ ル クオ イ ル 1950
3 R.A.ア ブ ラー モ ヴ ィチ シ ブネ フチ 、 ロ シア ・アル ミニ ウム」 1966
4 S.V.プ ガ チ ョ ー フ 国際工業銀行」 1963
5 A.B.ミ レ ル ガスプロム(社長) 1962
6 A.1.カ ジ ミ ー ン ロシア貯蓄銀行 1958
7 M.B。 ホ ドル コ ー フ ス キ ー ユ コス 1963
8 M.M.フ リ ー ドマ ン アル フ ァ ・グ ルー プ」 コ ン ソー シア ム 1964
9 V.0.ポ タ ー ニ ン イ ンテ ル ロ ス」 グル ー プ 1961
10 A.F.ボ ロ ー ジ ン モ ス ク ワ公 立 銀 行=バ ンク ・モ ス ク ワ 1967
11 V.L.ボ グ ダ ー ノ ブ ス ル グ トネ フチ ェ ガス 1951
12 Iu.V.ポ ノ マ リ ョ ー フ 外国貿易銀行 1946
13 S.G.ク ケ ス チュメニ石油会社(社長) 1946
14 P.0.ア ー ヴ ェ ン ア ル フ ァ ・バ ン ク 1955
15 V.P.エ フ ト ゥ シ ェ ー ン コ フ 金融株式会社 システム」(会長) 1948
16 V.M.オ ク ー ロ フ アエ ロ フロ ー ト ・ロ シア航 空 」 1952
17 A.L.コ ー ス チ ン 対外経済銀行 1956
18 V.V.カ ダ ンニ コ フ ヴォルガ自動車工場 1941
19 V.F.ヴ ェ ー ク セ リベ ル ク SUALシ ベ リア ・ウ ラル ・ア ル ミニ ウ ム 持 株 会社 」 1957
20 S。M.ヴ ァ イ ン シ ュ ト ク トラ ンス ネ フチ 1947
21 K.A.ベ ン ドゥキ ッゼ 合同機械製作工場」 1956
22 0.V.デ リパ ス カ シベ リア ・ア ル ミニ ウム」、 ロ シア ・ア ル ミニ ウム」 1968
23 V.A.シ ト ゥ イ ロ フ ア ル ロサ」(ロ シ ア ・サバ ・ダ イヤ モ ン ド)社 1953
24 A.Iu.ベ リ ヤ ニ ノ ブ ロシア武器輸出会社 1957
25 E.M.シ ヴ ィ ドレル
、
シ ブ 不 フチ 1964
26 V.N.ヤ ー シ ン ス ヴ ャ ジイ ンヴ ェス ト 1941
27 V.M.ス ト リ ャ レ ン コ ユ ー ロ ・フ ィナ ンス 」銀 行 1961
28 M.D.プ ロ ー ホ ロ フ ノ リ リス ク ・ニ ッケ ル」(社 長) 1965
29 V,1.コ ー ガ ン 工業建設銀行サンクトペテルブルク 1963
30 B.A.ヨ ル ダ ン 投 資 基 金 ス プ ー トニ ク」、NTV、 ガス プ ロ ム メデ ィア」 1966
31 L.S.チ ェ ル ノ イ 証券投資家 1954
32・33 A,E.レ ー ベ デ フ ナ シ ョナ ル ・リザ ー ヴ銀行 1959
32-33V.S.ラ グ ー チ ン MGTS(モスクワ市電話会社) 1947
34 A.B.ウ ス マ ー ノ ブ ガ ス プ ロム ・イ ン ヴ ェス ト ・ホー ル デ ィン グ 1953
35 N.A.ツ ヴ ェ ト コ ー フ ニ ク オ イル ・グ ル ー プ 1960
36 V.G.サ ヴ ェ ー リ エ フ ガスプロム(副社長) 1954
37 1.A.バ カ レ ー イ ニ ク チュメニ石油会社(副 社長) 1951
38 B.A,ベ レ ゾ ー フ ス キ ー 証券投資家 1957
39 LK.マ フ ム ー ドブ ウラル鉱山冶金会社
40 M.A.ス ミル ノ ー フ モバイル電話システム 1950
41 V.S,リ ー シ ン ノ ヴ ォ リペ ー ツ ク冶 金 コ ン ビナ ー ト 1956
42 D.V.ゼ レ ー ニ ン ノ リリス ク ・ニ ッケル」(副 社 長) 1962
43 E.G,ノ ヴ ィ ー ッ キ ー 金融株式会社 システム」(社長) 1957
44 S.V.ポ ポ ー フ MDMグ ル ー プ」 1971
45 A.A.モ ル ダ シ ョ ー フ セ ー ヴ ェ ル ・ス タ ー リ」 1965
46 V.Lニ キ ー シ ン メ ジ レギ オ ンガ ス 1950
47 1.V.マ カ ー ロ フ イ テ ラ 1962
48 M.S.グ ツ ェ リ エ フ ス ラ プ ネ フチ」 1958
49 T,K.ボ ッ ロ ー エ フ ビール醸造会社 バールチカ」 1953
50 A.V.ザ ハ ー ロ フ MMVB(モスクワ為替取引所) 1955
(出所)∂KoHoMNKamK目3Hb,NQ3,AHBapb2002よ り作 成 。
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表6企 業家政治カランキング(2001年第4四 半期)
順位 氏名 企業名 生年
1 R.A.ア ブ ラ ーモ ヴ ィチ シプ ネ フ チ」、 ロ シ ア ・ア ル ミニ ウム」 1966
2 A.B.チ ュ バ イ ス ロシア株式会社 統一エネルギーシステム」 1955
3 S.V.プ ガ チ ョ ー フ 国際工業銀行」 1963
4 M.M.フ リー ドマ ン ア ル フ ァ ・グ ル ー プ」 コ ンソ ー シア ム 1964
硲 V.Iu.ア レ ク ペ ー ロ フ ル ク オ イ ル」 1950
5β A.B.ミ レ ル ガスプロム」(社長) 1962
7 V.P.エ フ ト ゥ シ ェ ー ン コ フ 金融株式会社 システム」(会長) 1948
8 P.0.ア ー ヴ ェ ン ア ル フ ァ ・バ ン ク 1955
9 V.0.ポ タ ー ニ ン イ ンテ ル ロス」 グル ー プ 1961
10 B.A.ベ レ ゾ ー フ ス キ ー 証券投資家 1957
11 A.1.カ ジ ミ ー ン ロシア貯蓄銀行 1958
12 A.F.ポ ロ ー ジ ン モ ス ク ワ公 立銀 行=バ ンク ・モ ス ク ワ 1967
13 M.B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー ユ コ ス」 1963
14 S.G.ク ケ ス チュメニ石油会社(社長) 1946
15 K.A.ベ ン ド ゥ キ ッゼ 合同機械製作工場」 1956
16 E.M.シ ヴ ィ ドレ ル シブネフチ 1964
17 V.L.ボ グ ダ ー ノ ブ ス ル グ トネ フチ ェガ ス 1951
18 A.Iu。 ベ リヤ ニ ノ ブ ロシア武器輸出会社 1957
19 S.M.ヴ ァ イ ン シ ュ ト ク トラ ンス ネ フチ 1947
20-22V.V.カ ダ ン ニ コ フ ヴォルガ自動車工場 1941
2(ト22V.1.コ ー ガ ン 工業建設銀行サンク トペテルブルク 1963
2(レ22Iu。V.ポ ノ マ リ ョ ー フ 外国貿易銀行 1946
23 M.D.プ ロ ー ホ ロ フ ノ リ リス ク ・ニ ッケ ル」(社 長)
24 0.V.デ リパ ス カ シベ リア ・アル ミニ ウ ム」、 ロシ ア ・ア ル ミニ ウ ム」 1968
25 B.A.ヨ ル ダ ン 投 資 基 金 スプ ー トニ ク」、NTV 1966
26 V.N.ヤ ー シ ン ス ヴ ャ ジイ ン ヴェ ス ト 1941
27 V.M.ス トリ ャ レ ン コ ユ ー ロ ・フィナ ンス」 銀 行 1961
28 V.A.シ トゥ イ ロ フ アル ロサ」(ロ シア ・サ バ ・ダイ ヤモ ン ド)社 1953
29 A.L.コ ー ス チ ン 対外経済銀行 1956
30 L.S.チ ェ ル ノ イ 証券投資家 1954
31 A.A.モ ル ダ シ ョ ー フ セ ー ヴ ェ ル ・ス タ ー リ 」 1965
32 B.N.ク ズ ィ ク 産業持株会社 新プログラム ・コンセプ ト」 1958
33 V.F.ヴ ェ ー ク セ リ ベ ル ク SUAL(シベ リア ・ウ ラル ・ア ル ミニ ウム)持 株 会 社」 1957
34 M.S.グ ツ ェ リ エ フ ス ラヴ ネ フチ」 1958
35 A.E.レ ー ベ デ フ ナ シ ョナ ル ・リザ ー ヴ銀 行 1959
36 1.K.マ フ ム ー ドブ ウラル鉱山冶金会社
37 V.M.オ ク ー ロ フ アエ ロ フ ロー ト ・ロ シ ア航空 」 1952
38 V.G.サ ヴ ェ ー リ エ フ ガスプロム」 副社長 1954
39 A.V.ザ ハ ー ロ フ MMVB(モスクワ為替取引所) 1955
40 A.G.ア ブ ラ ー モ フ
ユ ー ラ ス ・ホ ー ル デ ィ ング」(鉱 山 ・冶 金業 の 企 業 グル ー
プの持 株 会 社) 1959
41-42A.B.ウ ス マ ー ノ ブ ガス プ ロ ム ・イ ンヴ ェス ト ・ホ ール デ ィ ング 1953
41-42Yu.1.リ ヴ ォ フ ガス プ ロ ムバ ンク
43 LV.マ カ ー ロ フ イテ ラ 1962
44 R.Kヴ ァル ダニ ャ ン 投 資 会社 トロ イ カ ・ダイ ァ ロ ー グ」
45-46A.A.ネ チ ャ ー エ フ ロシア金融会社、銀行持株会社 ロスインバンク」
45-46T.K.ボ ッ ロ ー エ フ ビール醸造会社 バールチカ」 1953
47 1.R.ア シ ュ ル ベ イ リ 科学生産合同 ダイヤモンド」 1963
48 A.P.ヴ ァ ヴ ィ ー ロ フ セ ー ヴ ェ ルナ ヤ ・ネ フチ」 1961
49 V.S.リ ー シ ン ノヴ ォ リペ ー ツ ク冶 金 コ ンビ ナー ト 1956
50 V.F.ラ シ ニ コ フ マ グ ニ トゴル ス ク冶 金 コ ンビ ナー ト 1948
(出所)He3aBNcbMaFra3eTa,1φeBpa諏F2002r.よ り作 成 。
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ものである。67人は,マ スコミの解説員 ・記者,政 府機関の幹部,研 究所 ・シンクタンクの
研究員,大 企業の幹部からなる。
② 『独立新聞』が発表 した 「企業家政治力ランキング」(2001年第4四半期,表6)。これは,
政治的影響力の強さを基準に,68人の専門家の評価 を総合 して作成された ものである。
③ 『フォーブズ』誌の富豪 リス ト(1997年,表7,2002年,表8)。
表7「 フォーブズ』富豪 リス ト(1997年)
氏名 資産 生年
B.A.ベ レ ゾ ー フ ス キ ー 30億ドル 1946
M,B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー 24億ドル 1963
V.Iu.ア レ ク ペ ー ロ フ 14億ドル 1950
R.1.ヴ ャ ー ヒ レ フ 11億ドル 1934
V.0.ポ タ ー ニ ン 07億ドル 1961
V.A.グ ー シ ン ス キ ー 04億ドル 1952
(出所)http:〃www.forbes.com
表8『 フォーブズ1富 豪 リス ト(2002年)
氏名 資産 生年
M.B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー 37億ドル 1963
R.A.ア ブ ラ ー モ ヴ ィ チ 30億ドル 1966
M.B.フ リ ー ドマ ン 22億ドル 1964
V.0.ポ タ ー ニ ン 18億ドル 1961
V.L,ボ グ ダ ー ノ ブ 16億ドル 1951
V.Iu.ア レ ク ペ ー ロ フ 14億ドル 1950




月23日までに数回,実 業家 グループと大統領の公式の会見が行われ,そ の さいの出席者の氏
名 も明らかにされている。 この リス トは,『コンメルサ ント・デー リー』紙(2001年11月24
日号)が,そ の出席者と出席回数をまとめたものである。
⑥ 「工業家 ・企業家同盟常任理事会名簿」(2002年,表9)。
この うち,ま ず⑥ の 「工業家 ・企業家同盟」11)について説明が必要である。正式名称 を 「ロ
シア工業家 ・企業家(雇 用主)同 盟」 といい,ロ シア全土 に会員5000人以上 を有する経営者
団体 である。1990年に創設 された 「ソ連科学 ・産業同盟」がその前身であ り,元来,国 有企
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表9工 業家 ・企業家同盟常任理事会名簿(2002年)
氏名 企業 ・組織名 生年
K.A.ベ ン ド ゥ キ ッ ゼ
「合 同機械 製作工場」(ウ ラル マー シ=イ ジ ョーラ ・グ
ルー プ)社 長 1956
R.K.ヴ ァ ル ダ ニ ャ ン 投資 会社 「トロイカ ・ダ イアロー グ」会長
0.V.デ リ パ ス カ 「ロシア ・アル ミニ ウム」社 長 1968
V.M.ド ン ブ ロ フ ス キ ー (副会長)
V.P.エ フ ト ゥ シ ェ ー ン コ フ 「シス テム」 1948
0,V.エ レ メ ー エ フ (ロシア雇用者連盟調整会議会長)
D.B.ジ ー ミ ン 「ヴイ ンペ ル ・コ ミュニ ケーシ ョン」社 長 1933
0.V.キ セ リ ョ ー フ
持株会社 「メタロインヴェス ト」会長、貿易銀行 「イ
ンペクスバ ンク」副頭取 1953
V.P.コ ヴ ェ ー シ ニ コ フ
「アヴァンガルド」社会長、サンク トペテルブルク工
業家 ・企業家同盟会長
V.1.コ ー ガ ン 「工業建設銀行」 1963
M.V.コ ミ ッ サ ー ル 通信社 「イ ンター フ ァックス」社 長
V.Lル ジ ャ ー ニ ン 「ギ ドロマ ーシ」社長 、ニ ジェ ゴロ ド連合 会長 1929
N.B.マ カ ー ロ フ
「ウス チー イ リマ木材 コンビナー ト」会長(イ ル クー
ック州)、「コンチ ネ ンタル ・イ ンヴェス ト企業 グルー
プ」 会長
1960
A.B.ミ レ ル 「ガスプロム」社長 1962
A.L.マ ム ト MDM銀 行会長(2001年末に辞任) 1960
A。A.モ ル ダ シ ョ ー フ
「セー ヴェル ・ス ター リ」社社長(ヴ ォー ログダ州 チ
ェ レポー ヴェツ市) .1965
V.A.ニ ク ー リ ン (副会長)
V.0.ポ タ ー ニ ン 持株会社 「インテルロス」会長 1961
S.V.プ ガ チ ョ ー フ 「国際工業銀行」頭取 1963
B.Iu.チ トー フ 金融産業会社 「インテルヒムプロム」会長




M.M.フ リ ー ドマ ン 「アルファ銀行」頭取 1964
M.B.ホ ドル コ ー フ ス キ ー 「ユ コス」 会長 1963
A.B.チ ュ バ イ ス 「統 一エ ネルギ ーシステ ム」会長 1955
V。1.シ チ ェ ル バ コ ー プ 「国際投資 ・民営化基金」社長 1949
S.M.ヴ ァ イ ン シ ュ ト ク 「トラ ンス ネフチ」 1947
1.IU.ユ ル ゲ ン ス 副会長、全ロシア保険者同盟会長 1952
(出所)RFE/RLRussianPoliticalWeekly,3December,2001(h廿p://www.rferl.org)より作 成 。
業経営者の結集する組織であった。 ソ連崩壊後,現 在の名称 に変更 されたが,会 長は設立時か
ら今 日まで一貫 してA.1.ヴォーリスキー(1932一)である。現在の常任理事会名簿 を見る
と,「オリガルフ」たちが顔 を出しているが,そ れは2000年秋以降のことである。
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この間の事情について,『ロシア ・ジャーナル』12)は次のように述べ ている。少 し長いが引
用 しよう。
「ロシア工業家 ・企業家同盟(RSPP)は保守的な組織であ り,『赤色企業長同盟』 と呼ばれ
てきたが,議 長アルカージー ・ヴォーリスキーはそれの改革を宣言 した。150人の実業家か ら
なる同盟理事会は(2000年)11月10日に会議 を開 き,旧理事の何名か を新理事 と交代 させる
ことを決定 した。新理事の多 くは新 ・旧 『オリガルフ』である。新役員には,チ ュバイス,ポ
ターニン,フ リー ドマ ン,デ リパス カ,ベ ン ドゥキッゼ,モ ルダシ ョーフ らが含 まれる。
RSPPの保守的な理事会 を希釈すると同時に,改 革派は聖域 にも踏み込んだ。す なわち,常 任
理事会の27名のうち彼 らはい まや多数派である。かれらはまもな く 『赤色企業長』よ りはる
かに優位 に立つであろう。RSPPは『オリガルフ』の 『労働組合』一 移行期の市場をめ ぐる
利益 グループ同士のバランスを保つ組織一 以上の ものになるだろう。会員たちは相互調整の
ために活動するだけでなく,対 当局の活動 も行 うであろう。RSPPの新会員たちは,こ れが改
革 に際 しての自分たちの考え方だ と述べている。ヴォーリスキーが宣言 したのではあるが,こ
の改革構想は彼の発案ではな く,新役員たちの発案である。デリパスカ,ポ ターニン,ベ ンド
ゥキ ッゼ らは,以 前から同盟の会員であった。『オ リガルフ』たちは,こ のあいまいな同盟に
対 して大 きな関心 を示 したことはこれまで一度 もなかった(中 略)。『オリガルフ』のスローガ
ンは,よ り大 きな自由主義,よ り少ない官僚制,税 制改革であった。問題は,こ の組織の中で
第1バ イオリンを弾いているのは 『オリガルフ』ではな く,上述の赤色企業長 たちとソビエ
ト・ノーメンクラッーラだということであった。ヴォーリスキーはノーメンクラツーラの家長
として,RSPPを指導 し,RSPPを純粋なロビース ト団体 にしていた。 しか し彼 らは自分の企
業の利益のためにロビー活動するというより,自分の個人的利益のためにロビー活動をしてい
た。その結果,RSPPは目立たない組織になっていた(中 略)。もし 『オリガルフ』たちが自分
たちの団結のためにRSPPを使 うことを決意 しなかった ら,RSPPはおそ らく自然死するとこ
ろであったろう。 もちろん,『オリガルフ』たちはまったく新 しい組織 を作ってもよかったが,
たぶん,『オリガルフ』たちは忙 しい人々なので,す でにある同盟を改革するほうが容易だと
判断 したのだろう。」
このように,有 力実業家たちは2000年秋に,実 業家同士の利害調整 と政権 との関係 の再構
築を目指 して,「工業家 ・企業家同盟」に結集 してきたのである13)。
そ こで,上 記の6つのリス トはすべて,現 在の有力実業家がだれであるかを考える上で,参
考に してよい もの と言えよう。実際,6つの リス トに載っている人名 に重 な りが多 く,「企業
家ランキング」上位の人物 を順に見ていくと,1位のチュバイスは4回,2位のアレクペーロフ
は4回,3位 のアブラーモヴィチは3回,4位のプガチ ョーフは3回,5位の ミレルは4回,6位
118 一 経 営 論 集 一
の カジ ミー ンは3回,7位 の ホ ドル コー フスキー は5回,8位 の フリー ドマ ンは6回,9位 の ポ
ター ニ ンは6回,10位 の ボロー ジ ンは2回 登 場 してい る。少 な くとも,有 力実業 家 を これ らの
リス トの範 囲内 で考 える こ とに大 きな問題 はないであ ろ う。
なかで も 「企業家 ランキ ング」 は,デ ータの性 質か らして,有 力 実業家 の リス トと して最 も
客観 性が高 い と思 われ るの で,こ の リス トを中心 に,他 の リス トを補足的 に利 用す る ことにす
る。
なお,個 々の実業家 につ いての情報 は,イ ンターネ ッ ト上の各種 人名録 企 業の ホー ムペ ー
ジの ほか に,『現代 ロシア史1985-2001』な ど14),個々 の財 閥,企 業 につい ての情 報 は,上 述 の
「オ リガル フー覧」 とパ ッペの著書 『オ リガル フ』 などで収集 した。
(2)有力実業 家の退場,滞 留,登 場
まず,「企 業 家 ラ ンキ ング」(2001年,表5)と 「10大財 閥 と総 帥」(1997年末,表1)と を
比較 してみ る と,こ の間 に氏 名の消 えた実業 家が4名 い る。 ヴャー ヒレフ,ヴ ィノグ ラー ドブ,
グー シンスキー,マ ール キンであ る。
ヴ ャー ヒ レフは上述 の とお り,プ ーチ ン政権 に よって社長 の座 を追 われた。
ヴ ィノ グ ラー ドブは,1998年金融 危機 の後 す ぐに 「イ ンコムバ ンク」頭 取 を 自発 的 に辞 任
し,実 業界 か ら退 い た。 「イ ンコムバ ンク」 は営 業 許可 を取 り消 され,破 産 した。 「サ メ コ」
(アル ミニ ウム製造企 業)な ど産業企業 の保有株 も売却 された。
グー シンスキ ーは,上 述の とお りプーチ ン政権 に追 われ て海外 逃避 中であ る。
マ ール キ ンの 「ロシース キー ・ク レジ ッ ト」銀行 は,金 融危 機後 に 「イ ンペ クスバ ンク」 に
継承 され た。 マ ールキ ンは経営 か ら離 れた模様で,グ ルー プは弱体化 してい る15)。
「企業 家 ランキ ング」 に残 ったの は,ア レクペ ー ロ フ(2位),エ フ トゥシェー ンコフ(15
位),フ リー ドマ ン(8位),ベ レゾー フス キー(38位),ホ ドルコー フスキ ー(7位),ポ ター
ニ ン(9位)で ある。 「企 業家 ラ ンキ ング」上位か ら順 に見 てみ よ う。
ア レクペ ーロ フは 「政治 力 ラ ンキ ング」(5-6位),「富 豪 リス ト」 に も登場 す る。 「イ ンペ リ
アル銀行」 は金融危機 の後破産 したが,「 ル クオイル」 グル ープは石油会社 「ルクオ イル」(採
油量,国 内 第1位)を 中心 と して健在 で あ る。 「ル クオイル」 は,石 油 ・天然 ガス の探査 ・採
掘 ・製油 ・販 売 を行 う垂 直統合企 業 グルー プ となってい る。
ホ ドル コー フスキ ーは 「政 治力 ラ ンキ ング」(13位),「富 豪 リス ト」 に も登 場 す る。 「ロス
プロム=ユ コス」 グルー プを率 い ている。 グループの 中核銀行 で あった 「メナテ ップ」 銀行 は
金融 危機 の後 に破 産 したが,石 油 会社 「ユ コス」(採 油量,国 内第2位)を 中心 と して,化 学,
金属 など関連 産業 に進 出 している。
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フ リー ドマ ンは 「政 治力 ラ ンキ ング」(4位),「富 豪 リス ト」 に も登 場 す る。 「アル ファ=
TNK」 グルー プを率 い ている。 「アル ファ銀行」(資 本金,国 内第4位)は 金融 危機 を乗 り越 え
た。 グルー プは 「チ ュメニ石 油会社 」(採 油量,国 内第5位)を 保 持 して いるが,さ らに 「イ
ンテル ロス」 グループ傘 下 にあ った 「シ ダンコ」 の支配株 を取 得 した。
ポ ター ニ ンは 「政 治力 ラ ンキ ング」(9位),「富豪 リス ト」 に も登 場 す る。 「イ ンテル ロス」
グル ー プ も健 在 であ る。 そ の 中核 銀行 「オネ ク シムバ ンク」 は金融 危機 後,「 モス ト銀行 」,
「メナテ ップ銀 行」 と合同 し,「ロスバ ンク」(資本 金,国 内第7位)が 形成 された。 「ロスバ ン
ク」 は現 在 では 「イ ンテル ロス」 グルー プの支配下 にあ る。 「シダ ンコ」 を手放 したが,民 営
化 の さい獲得 した 「ノリ リス ク ・ニ ッケ ル」,通信 業 の持株会 社 「ス ヴ ャジイ ンヴェス ト」 を
支 配 してい る。 さ らに 「ノ ヴ ォリペ ー ツク冶 金 コ ンビナー ト」,冶 金工場 「ク ラー スヌ ィ ・ヴ
ィボ ルジェ ツ」 も傘 下 に収 める など,金 属産業 での垂直統 合 を進 めてい る。
エ フ トゥシェー ン コフは 「政 治力 ラ ンキ・ング」(7位),「富 豪 リス ト」 に も登場 す る。や は
りモ ス クワ市 政府 との 関係 を保 ち なが ら 「シス テム」 グルー プ を率 いて いる。 「バ ンク ・モ ス
クワ」(資本金,国 内第11位,モ ス ク ワ政府が36.15%出資)を 中核銀行 と し,モ ス クワ市 を
中心 に多様 な産業 に進出 してい る。「MGTS」(モス クワ市電 話会社),「モバ イル電話 シス テム」
も傘下 にあ る。
ベ レゾー フス キー は,グ ーシ ンス キー.と同様,海 外逃避 中であ り,『フォーブズ』富 豪 リス
トか ら も姿 を消 してい るが,「企 業家 ランキ ング」(38位)『に は残 ってお り,さ らに注 目すべ
きこ とに 「企業 家政 治力 ラ ンキ ング」 で は10位に ランク され てい る。 「ベ レゾ ーフスキ ー ・ス
モ ー レンスキ ー帝 国」 はメ デ ィア部 門 を残 して崩壊 した,と 見 られてい たが,実 は,「 オブエ
デ ィニ ョンヌイ ・バ ンク=シ ブネフチ ニロシ ア ・アル ミニ ウム」に形 を変 えて生 き残 って いる,
と考 え られ る ようになったか らであ る16)。「シブネ フチ」(採 油量,国 内第7位)と 「ロ シア ・
アル ミニ ウム」(ア ル ミニ ウム原料 生産高,世 界第2位)の2社 で は アブ ラー モ ヴィチ(「企 業
家 ラ ンキ ング」 第3位)が 大 株主 にな ってお り,「ロシア ・アル ミニ ウム」 社長 はデ リパ ス カ
(「企 業 家 ラ ンキ ング」 第22位,「 『フ ォー ブズ』 富豪 リス ト」2002年に登場),「シ ブネ フチ」
社長 は シュヴ ィ ドレル(「企業 家 ラ ンキ ング」 第25位)で あ る。'
次 に,「10大財 閥 リス ト」(1997年末)に は載 ってお らず,「企 業 家 ラ ンキ ング」(2001年)
の1-10位 に新 し く登場 したチ ュバ イス(第1位),ア ブラーモ ヴ ィチ(第3位),プ ガチ ョー
フ(第4位),ミ レル(第5位),カ ジ ミー ン(第6位),ボ ロー ジン(第10位)に つ いて検討 し
てみ よう。
チ ュバ イス は 「政 治力 ラ ンキ ング」2位 であ る。 ソ連時代 は経済 学者 であ った。1991年か ら
国家資 産委員 会議 長 と して,ロ シ ア国有 企 業の民 営化 を指 導 し,副 首 相 も経験 した。1998年
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に副首 相 を退 き,「統一エ ネルギ ー シス テム」会長 に就任 した。「統一 エネルギ ー シス テム」は,
ソ連 エ ネル ギー省 が移行 した もの であ り,現 在 で も52.55%の株式 を ロシア連 邦 が所有 して
い る。
アブ ラー モ ヴ ィチは 「政治力 ラ ンキ ング」1位,「 富豪 リス ト」 に も登場 す る。2000年に は
チュ コ ト自治 州の知事 に当選 し,政 界入 りした。上述 の よ うに 「シブネ フチ」,「ロシア ・アル
ミニ ウム」 の 大株主 であ る。1992年か ら会社 を設立 して事 業活動 を して いるが,1995年には
べ レゾー フス キー と共 同で会社 を設立 してお り,現 在 もベ レゾー フスキー と関係 が深 い と考 え
られ てい る。 したが って,デ リパ ス カ らとともに,強 大 な経済 力,政 治 力 を有す る企 業 グルー
プを形成 してい るようである。
プ ガ チ ョー フは 「国際 工業銀 行」 頭 取 で,「政 治力 ラ ンキ ング」 第3位 で あ る。 ソ連 時代,
「工 業建 設銀 行」 に勤 務 していた。1992年に 「国際工業銀 行」(資本金,国 内第3位)が 設立 され
た ときの発 起 人の1人 であ り,一 貫 して頭取 を務 め て きた。 エ リツ ィン政権 時代,大 統 領側近
グル ープ と親 し く,そ の ため にロ シアの大企 業の 口座 を獲得 で きた,と いわれ る17)。2001年
12月に トゥーヴ ァの政府代表 に任命 され,2002年1月に 「国際工業銀行 」頭取 を辞職 した18)。
ミ レル は,「政 治力 ラ ンキ ング」 第5位 で ある。 ソ連 時代 は経 済学者 で,ペ レス トロイ カ期
にペ テル ブル ク市政府 で働 い てお り,2000年にエ ネ ルギー省次 官 に就任 した。 プーチ ン大統
領の ペテ ルブ ルク人脈 の一人 とい われる。2001年5月か ら 「ガス プロム」 社長 であ る。
カ ジ ミー ンは,「政 治力 ラ ンキ ング」 第11位で ある。 ソ連時代 は経 済学 者で,「 ソ連貯 蓄銀
行 」で も勤務 した ことが あ る。1993年か らロ シア財 務次官,1996年か ら 「貯 蓄銀行」(資本額,
国内第1位)頭 取 であ る。
ボロー ジ ンは,「政治力 ラ ンキ ング」第13位で ある。モス クワ金融大 学 を卒業後,1989・1993
年 に ドイ ツの ドレス ナー銀 行 で働 い た。1993年か らモス クワ市 政 府 の経 済 ・金 融 問題顧 問 。
1995年か ら,「バ ンク ・モ ス ク ワ」 頭取 。 「バ ン ク ・モ ス ク ワ」(資 本 額,国 内第11位)は,
「システ ム」 グループの傘下 にあ る。
さ らに もう1人 注 目すべ き企 業家 は 「富 豪 リス ト」 に載 ってい るボ グ ダー ノブであ る。 ボ グ
ダー ノ ブは 「ス ルグ トネ フチ ェガス」(採油量,国 内第3位,採 ガス量,国 内第2位)社 長 であ
り,「企 業家 ラ ンキ ング」 で は第11位,「政 治力 ラ ンキ ング」 第17位 であ る。 ソ連 時代 か らス
ル グー ト(シ ベ リア)の 油 田で技 師 として働 いて お り,1984年に 「スル グ トネ フテガス」 の
企 業長,後 に社 長 となった。
(3)旧財閥 と新財閥
この ように見て くると,旧財閥と新財閥の間には一定の連続性があることがわかる。
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まず,旧 財閥6つ とその総帥たちは,金 融危機 も,プ ーチン政権の財閥攻撃 も,と もにしの
いで生 き残 ることがで きた。それ以外で も,ミ レルは旧財閥 「ガスプロム」を率いているし,
アブラーモヴィチは旧財閥総帥ベ レゾーフスキーと結びついている。
また,旧 財閥と直接の結びつ きは顕著でな くても,旧財閥と共通の特徴が見 られる財閥もあ
る。チュバイスの 「統一エネルギー ・システム」,ボグダーノブの 「スルグー トネフテガス」,
カジミーンの 「ロシア貯蓄銀行」は,旧 ソ連時代の国有の資源独 占体,独 占的銀行組織が民営
化されたものである。そ してこの3名はいずれも政官界 との強い関係 を背景に現在の地位を手
に入れているが,さ らに,プ ガチョーフはエリツィン政権の中枢部 との関係 を利用 して自分の
銀行を大銀行に育てたし,ボ ロージンはエフトゥシェー ンコフやモスクワ政府 とつながってい
る。
『フォーブズ』富豪 リス トを見るかぎり,財閥総帥個人の富 もます ます巨額 となっているよ
うである(表7,表8)。
しか し,変化 した点を3つあげることがで きる。
まず,旧 財閥は主として,金 融投機や貿易で財を成 し,民営化で資源関連企業を獲得 して資
源輸出でさらに富 を蓄積 したが,製 造業に基礎 を置かない点で脆弱であった。だが現在,民 営
化後の所有の再分割がおこなわれつつあ り,新財閥はその中で,資 源関連の垂直統合企業グル
ープの形成 を進めつつある19)。つまり,資源関連の製造業への進出が著 しいのである。
国家 との関係 にも変化が見 られる。 これはプーチン政権の財閥政策に対応 したものである。
すなわち,プ ーチン政権は一方で財閥攻撃を仕掛けると同時に,財 閥 との関係をより明示的 ・
制度的なものにしようとしてきた。大統領 と実業家グループとの定期的会合,政 府付属 「企業
活動会議」などがそうである。さらに,プ ーチンは財閥以外の支持勢力(と くに 「チェキス ト」
といわれる治安機関幹部)を もっているし,しかも国民的人気 を維持 しているので,か つての
べレゾーフスキーのような排他的影響力を持つ実業家はいない模様である。そこで新財閥の側
も,「工業家 ・企業家同盟」 に結集することにより,個人的にではなく,利益集団 として政権
に対峙する方向 を模索 し始めている。ただし,こ れらの試みを通 じて,政 界 と財界の関係が実
際に 「透明性」(政府付属 「企業活動会議」設置要綱)を 獲得 したと判断で きるところまでは
まだ行っていない。
また,若 干ではあるが,有 力実業家の生年が新 しくなっている。1997年の 「10大財 閥」総
帥の平均生年は1953年であるが,2001年の 「企業家ランキング」1-10位の平均生年は1960年
である。前者でもすでに,ロ シアの有力実業家 は若いといえるが,さ らに若 くなったのである。
1960年生 まれ といえば,ゴ ルバチ ョフがソ連共産党書記長 になったときに25歳だったわけだ
から,「停滞」の時期の ソ連企業 をほとんど知 らない。「企業家ランキング」第10位のボロー
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ジン(1967年生 まれ)は,ソ 連企業での職業経験が文字 どお り全 くない。 この ような世代の
人々が有力実業家とな り始めたことは,ロ シアの実業界を変えずにはおかないであろう。
4国 家 と新 財 閥
全体 として,エ リツィン政権か らプーチン政権 にかけて,国 家 と財閥の関係は劇的に変わっ
てはいないが,主 としてプーチ ン政権の国民的人気と,財 閥の経済力の強化 によって,そ の関
係 はやや正常化 しているように思われる。財閥による経済の独占化 はますます進みつつあるよ
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